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向
寒
の
み
ぎ
り
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
誓
寺
の
年
末
の
行
事「
成
道
会･
五
重
作
礼
併
修
」
を
厳
修
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

ご
先
祖
様
や
有
縁
の
精
霊へ
の
贈
回
向(

塔
婆
供
養)

を
行
い
、
半
日
行
事
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
。

ど
う
ぞ
お
寺へ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
塔
婆
を
墓
前
に
お
供
え
し
て
頂
き
、
新
年
を
迎
え
た
く
存
じ
ま
す
。

本
年
度
は
、
法
話
の
代
わ
り
に
息
子

霊
音
が
僧
侶
に
な
る
最
初
の
儀
式
と
し
て「
得
度
式」
を
行
い
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

合
掌

浄
焚
供
養
の
ご
案
内

毎
年
、
本
誓
寺
で
は
、
一
年
間
の
塔
婆
・

お
守
り
・
お
札
等
を
ご
供
養
し
、
お
焚
き

あ
げ
を
し
ま
す
。

こ
の
時
に
、
壇
信
徒
様
か
ら
の
浄
焚
の

お
申
込
み
も
承
っ
て
い
ま
す
。

塔
婆
・
お
守
り
・
お
札
等
を
始
め
と
し
て
、

簡
単
に
は
捨
て
ら
れ
な
い
手
紙
・
写
真
等

を
ご
供
養
し
て
浄
焚
し
ま
す
。

お
申
込
み
の
方
は
、
当
山
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

日

時

令
和
七
年
二
月
二
日
㈰

場

所

本
誓
寺
境
内

申

込

当
日
ま
で
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

成道会・五重作礼・得度式 日程

9時 集合 受付

9時15分 お勤め 回向

10時 休憩

10時15分 得度式

11時 お勤め 回向

12時 解散 (お弁当配布）
12時30分 塔婆のお渡し

一
、
日
時

令
和
六
年
十
二
月
十
五
日
㈰

午
前
九
時
よ
り

一
、
会
費

一
人
一
〇
〇
〇
円
、

贈
回
向
一
霊
一
〇
〇
〇
円

※
出
席
と
贈
回
向
の
申
し
込
み
は
、
十
二
月
九
日
㈪
迄
に
別
紙『
申
込
書
』
を

当
山
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
お
支
払
い
は
、
当
日
受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

一
、
参
加

服
装
等
は
、
普
段
着
で
ご
来
山
く
だ
さ
い
。

※
数
珠
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
お
袈
裟
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
お
経
の
本
は
、
お
寺
に
て
ご
用
意
し
ま
す
。

※
昼
食
は
、
ご
用
意
し
ま
す
。

一
、
集
合

当
日
は
、
午
前
九
時
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

終
了
は
、
正
午
の
予
定
で
す
。

一
、
参
加
で
き
な
い
方
で
贈
回
向
の
み
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
寺
へ
事
前
の
申
し
込
み
と
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
塔
婆
の
お
渡
し
は
、
当
日
の
午
後
十
二
時
三
〇
分
か
ら
行
い
ま
す
。

★
本
年
度
は
、
法
話
の
時
間
に「
得
度
式
」
を
行
い
ま
す
。

じ
ょ
う
ど
う
え

ご
じ
ゅ
う
ざ
ら
い

じ
ょ
う
ぼ
ん

と
く
ど
し
き
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お
年
忌
は
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

得
度
式

得
度
式
は
、
み
仏
の

お
弟
子
と
な
る
事
を

誓
う
儀
式
で
す
。

仏
教
の
三
つ
の
宝

（
佛
、
法
、
僧
）
に
従
い

明
る
く
、
正
し
く
和
や

か
に
生
き
る
お
弟
子

に
な
る
事
を
誓
約
し

ま
す
。

そ
の
証
と
し
て
、
浄

土
宗
か
ら
僧
名
を
授

与
さ
れ
る
度
牒
（
ど

ち
ょ
う
）
を
得
る
式
で

あ
り
ま
す
。

息
子

霊
音
が
浄

土
宗
開
宗
八
五
〇
年

の
本
年
に
僧
侶
と
な

る
一
番
最
初
に
行
う
、

得
度
式
を
当
山
に
て

行
い
ま
す
。

成
道
会
･
五
重
作
礼
の

行
事
と
共
に
開
催
し

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

成
道
会

成
道
会
と
は
、
お

釈
迦
様
が
悟
り
を
開

い
た
と
さ
れ
る
十
二

月
八
日
に
営
ま
れ
る

仏
教
の
法
会
で
す
。

お
釈
迦
様
の
誕
生
を

祝
う
花
祭
り
（
灌
仏

会
、（
か
ん
ぶ
つ
え
）

四
月
八
日
）
や
、
ご
命

日
に
勤
め
る
涅
槃

（
ね
は
ん
え
）
会
（
二

月
十
五
日
）
と
共
に
、

釈
迦
三
大
法
要
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
ま

す
。

 
成
道
と
は
、
修
行

を
積
ん
だ
結
果
、
悟

り
を
開
く
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
お
釈
迦

様
が
菩
提
樹
の
下
で

悟
り
を
開
い
た
こ
と

を
祝
う
成
道
会
で
は
、

宗
派
を
問
わ
ず
、
お

釈
迦
様
の
悟
り
を
讃

え
て
感
謝
す
る
法
要

や
修
行
、
行
事
等
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

五
重
作
礼

五
重
作
礼
と
は
、
浄

土
宗
の
五
重
相
伝
に
お

け
る
礼
拝
の
こ
と
で
す
。

五
重
相
伝
は
、
浄
土
宗

の
宗
義
の
秘
奥
を
相
伝

す
る
法
会
で
、
五
重
相

伝
を
受
け
ら
れ
た
方
が

定
期
的
に
集
い
、
開
催

寺
院
で
礼
拝
念
仏
等
を

行
い
ま
す
。

五
重
相
伝
は
、
法
然

上
人
の
御
教
え
を
五
つ

に
重
ね
合
わ
せ
て
、
念

仏
信
仰
の
実
践
を
身
に

付
け
て
頂
く
お
作
法
で

す
。
五
重
と
は
、
五
通
り

（
初
重
・
二
重
・
三

重
・
四
重
・
第
五
重
）

の
意
義
を
重
ね
て
、
完

全
な
念
仏
の
一
大
事
を

お
伝
え
す
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

五
重
相
伝
で
は
、
お

念
仏
を
称
え
る
こ
と
と

お
説
教
を
聴
く
こ
と
を

繰
り
返
し
、
五
重
相
伝

の
後
も
毎
日
お
念
仏
を

称
え
ら
れ
る
人
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ご
じ
ゅ
う
ざ
ら
い

じ
ょ
う
ど
え

と
く
ど
し
き


